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スカウト人口を増加させる活動の実践 

１、 入る人を増やす活動（新規加盟実績 ２７年度１２１７８人で 年々減少している） 

  ・募集活動は、地区・団協力して、ＢＶＳ，ＣＳを含めて効率的に展開して下さい。 

・母親の口コミ活動が大変効果的です保護者会で検討する。（スカウト 10万人の発信力） 

  ・日本連盟の募集パンフレットのほか、地区・団で工夫したものを活用して下さい。 

  ・隊集会の活動体験や、ＢＶＳ大集会、ＣＳラリーなどのイベントに参加させる。 

  ・ＢＳ振興県議会連盟や、地域の教育委員会の支援も大いに活用して下さい。 

２、上進率の向上を図る活動  （隼、富士スカウトまで進級した人の活動継続を推進する） 

  ・楽しいスカウト活動の展開実践、アウトドア活動などスカウト活動の特徴をだす。 

  ・隊長とスカウトとのコミュニケーションにより全員を上進させるこだわりを持つ。 

・隊指導者と保護者との日頃のコミュニケーション充実により活動を理解してもらう。 

  ・小グループ活動を通じてリーダーシップや協調性、逞しさなどを育てていますか？ 

・保護者に子供をスカウト活動に入れてよかったという顧客満足度を向上させる。 

・地区コミッショナーは、各隊長の課題・問題解決に支援できる体制を構築する。 

３、辞める人を減らす活動 (団の重点課題である)（２７年度退団者 △１７７２７人） 

  ・保護者から信頼される隊長育成（スカウトに信頼され、保護者に信頼される指導者） 

  ・クラブ活動、進学準備などの課題について、スカウトと隊長の連携強化対応を実施。 

  ・スカウトや保護者から、スカウト活動に入ってよかったと思われていますか？？ 

・団内の連携強化、団会議、団委員会＆保護者会の定期的開催をして連携強化を図る。 

  ・保護者からコストパフォーマンスのことを言われるようになったら活動不満の表れ 

・団の会員拡充の責任者を作り、地区の業務と共に自団の隊長の相談フォローを行う。 




